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研究成果の概要 

 

本研究では、光合成の光エネルギーの高効率利用の基盤と水分解反応の分子機構を明らかにすること

を目指す。具体的には、X線自由電子レーザーで、これら時間領域に起こる立体構造の変化を順に解析

する。タンパク質のなかで協奏して起こる電子、スピン、立体構造の変化が反応を進行させる原理を解

明し、人工光合成への貢献を目指す。 

 

2024 年度は光エネルギーの補足に伴う構造変化を捉えるため、フェムト秒の励起レーザーと X 線自由

電子レーザーを用い、ピコ秒以内の構造変化を解析した。しかし、励起レーザーの強度が適切でないた

め構造変化を誘起することができなかった。このため X 線自由電子レーザーの実験は次回に持ち越し

になった。 

 

また、光合成ベシクルを用いた構造解析を行うため、文献に従って培養と精製を行い、均質な試料を得

ることに成功した。初年度で試料調製に成功したことは当初の予定以上の進展があったと言える。この

試料を用いて、次年度以降に構造解析を実施する予定にしていている。 
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